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１-８ 自動車・運転免許の保有者数 

（１）自動車の保有台数  

秋田県全体の一世帯当たりの自動車保有台数は 1.82 台/世帯となっており、一世帯に 1 台
以上の自動車を保有している状況となっています。 
秋田市を含む秋田圏域は、1.55台/世帯と県平均より低い数値になっていますが、由利、仙
北、平鹿・雄勝の 3圏域では、2台/世帯以上となっています。 
県全体の数値は東北平均（1.82台/世帯）と同水準にありますが、全国平均（1.33台/世帯）
を大きく上回っているほか、圏域別にみると秋田圏域以外の 5 圏域は東北平均を上回ってい
ます。 

 

表 自動車の保有台数 

 

 出典：市町村別保有車両数（東北運輸局） 

内容修正伴う頁
　　抜粋版 
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２-５ 県内の地域公共交通の再編事例 

県内では、バス路線の撤退や縮小などに伴い、主に市町村が主体となって地域公共交通の

再編に取り組み、地域住民の移動手段の維持・確保に取り組んでいます。  

 

（１）南秋地域 

五城目町、八郎潟町、大潟村の３町村では、南秋地域公共交通活性化協議会を設置し、平成

29 年度から地域の公共交通の再編に取り組んでいます。 
その一環として、秋田中央交通が運行する八郎潟線（五城目－八郎潟間）と大潟村マイタ

ウンバス（八郎潟－大潟間）に分かれていたバス路線を、３町村をつなぐ「南秋地域広域マイ

タウンバス」として一つの路線に再編し、新たに国庫補助を受ける地域間幹線系統として令

和元年 10月から運行を開始しています。 
この路線では、利便性の向上を目的に、スマートフォンのほか、病院や商業施設、高等学校

に設置されたモニターによりバスの運行位置情報を確認できるバスロケーションシステムを

導入しています。 
 

（2）三種町 

三種町では、公共交通空白域の解消を図るため、バスやタクシーが運行されていない地域

において国土交通大臣の登録を受けた市町村等が自家用車を用いた有償運送が可能となる制

度を活用し、町内全域で地域公共交通の再編に取り組んでいます。 
令和元年 10 月から、町から委託を受けた住民団体による「ふれあいバス」、「巡回バス」の

実証運行を行い、令和 3年 10 月から本格運行に移行しています。 

  

 

 

 

図 南秋地域広域マイタウンバス            写真 三種町「巡回バス」 

 

  

形  態  市町村運営有償運送  

運行主体  三種町から委託を受けた住民団体等が運行  

登  録  令和元年８月  

運行概要  

（別紙参照）  

  ・町内８地区を運行する「ふれあいバス」が各接続拠点に接続 

・接続地点間を「巡回バス」が運行  

・八竜ふれあいセンターで、秋北バスの「能代－八竜線」に接続  
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２-６ 新たな技術の活用事例 

地域公共交通に AI やデジタル技術などの新たな技術を導入し、利便性の向上を図る取組が

全国的に増えており、県内においても交通事業者や市町村が、IC カードによるキャッシュレ

ス決済やバスロケーションシステムの導入等の新たなモビリティサービスの提供に取り組ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：市町村アンケート調査（R3 実施）等 

 

 

  

〔上小阿仁村〕 

○道の駅を拠点として各集落

を結ぶ「自動運転サービス」

を実施（2019．11～） 

〔仙北市〕 

○スーパーシティ構想に基づ

き公共交通に対する ICT 等

の新たな技術の活用を検討 

〔秋田中央交通〕 

○既存の suica などと相互利

用可能な地域連携ICカード

を導入予定（2022 春予定） 

〔秋田市〕 

○市内の公共交通へのバスロ

ケーションシステムの導入

や ICT を活用した情報提供

等の実施（2021～） 

〔にかほ市〕 

○コミュニティバスへのバス

ロケーションシステムの導

入・展開（2021．9～） 

〔男鹿エリア・角館エリア〕 

○JR東日本により観光型MaaS

の「TOHOKU MaaS」を展開

（2021） 

〔秋北バス〕 

○大館・鹿角と盛岡間を連絡

する定期高速バスに地域連

携 IC カードを導入予定 

（2022 春予定） 

○大館・鹿角と盛岡間を連絡

する定期高速バスへのバス

ロケーションシステムの導

入（2018～） 

〔羽後交通〕 

○主に通学利用される一部区

間を対象としたスマートフ

ォンアプリから購入できる

スマホ定期券の販売開始

（2018.6～） 

○角館・田沢湖営業所管内の

バス車内・窓口における QR

コード決済の導入（2021.7

～、2021.9～窓口を拡大） 

〔羽後交通〕 

○本荘・秋田線等へのバスの

位置が分かるスマートフォ

ンアプリの導入（2015～） 

〔南秋地域〕 

○南秋地域広域マイタウンバ

スへのバスの位置が分かる

スマートフォンアプリの導

入（2019～） 


